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1873（明治 6）年 5・7月に定められた「改定律例」中の売春処罰規定（犯姦条





































明治 29年 3月 11日 大審院第 2民事部判決【民録 2輯 3巻 50頁】、明治 32年オ


















事件名 裁判所名 判決年月日 参考
明治 9年
1「芸娼妓解放ノ儀」 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
2「貸金催促之訴」 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
研究』日本経済評論社、2010年）参照。
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5「娼妓廃業故障一件」（控訴） 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
明治 12年
6「娼妓廃業取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・02・17判決 7控訴審
7「娼妓廃業取戻シノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
8「芸妓出稼約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・17判決
9「娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・22判決
10「娼妓稼廃業ノ訴訟」 東京裁判所 M12・09・30判決 11控訴審


















21「娼妓約定履行之訴訟」 東京裁判所 M14・03・30判決 22控訴審
22「娼妓約定履行ノ訴」（控訴） 東京控訴裁判所 M15・04・05判決 21初審
23「娼妓稼金精算ノ詞訟」 東京裁判所 M14・06・30判決 24控訴審



































45「貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
46「貸金催促ノ訴訟」（控訴） 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
47「芸娼止業幷計算訳立ノ件」 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
48「芸妓約定違変之訴」（控訴） 大阪控訴裁判所 M15・10・12判決 金沢裁判所
49「娼妓出稼催促之訴訟」 新潟始審裁判所 M15・12・12判決
50「芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51控訴審













































80「娼妓廃業故障解除ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・27判決 81関連
81「娼妓廃業故障解除ノ詞訟」（身代限）
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91「娼妓廃業調印差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M19・04・30判決 92控訴審
























































事件名 裁判所名 判決年月日 参考
東京高等裁判所
3「貸金催促ノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M09・10・―判決 2初審
5「娼妓廃業故障一件」（控訴） 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
7「娼妓廃業取戻シノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
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16「娼妓廃業拒障除一件」（控訴）東京上等裁判所 M13・06・30判決 横浜裁判所
24「娼妓稼金精算ノ詞訟」（控訴） 東京上等裁判所 M14・11・08判決 23初審
22「娼妓約定履行ノ訴」（控訴） 東京控訴裁判所 M15・04・05判決 21初審
40「娼妓廃業願書調印差拒ノ詞訟」（控訴）
東京控訴裁判所 M15・10・30判決 39初審
46「貸金催促ノ訴訟」（控訴） 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
82「娼妓稼代金精算過金請求一件」（控訴）
東京控訴裁判所 M17・06・14判決 静岡始審裁浜松支庁
92「娼妓廃業調印差拒事件」（控訴） 東京控訴院 M19・07・10判決 91初審
105「娼妓廃業故障解除ノ事件」（控訴）東京控訴院 M22・11・29判決 104初審
東京地方裁判所
2「貸金催促之訴」 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
6「娼妓廃業取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・02・17判決 7控訴審
9「娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・22判決




21「娼妓約定履行之訴訟」 東京裁判所 M14・03・30判決 22控訴審





45「貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
71「娼妓廃業調印請求ノ詞訟」 東京始審裁判所 M16・11・10判決
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50「芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51控訴審
53「芸妓契約履行ノ訴訟」（身代限）東京始審裁判所 M15・12・22判決
54「芸妓廃業妨害ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・12・28判決





















































































































検　西 ㊞ 下調　二級判事補　小 野　保 ㊞
六 等 判 事　西潟　訥㊞
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所長　池田 ㊞ 判　事　後 藤 廣 貞 ㊞






























［所長］ 池田 ㊞ 後 藤 判事 ㊞
鈴 木 仝補 ㊞






























































判事 富 永 冬 樹
明治十五年四月五日 判事　土 居 　 徹










































































明治十四年十一月八日 判事　今 村 信 行
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認ムルニ付原告ニ於テ之カ弁出セシ証佐之レ無キ上ハ被告カ之ヲ立替タル者ト為
サルヲ得ス然リト雖モ権利ヲ得ントスル者ハ其権利有ルノ証ヲ挙示セサル可カラ
サルニ原告第二号計算書中税金席貸料衣類料食代仲間入費ノ五項ヲ除ク外原被間
ニ於テ契約セシ者ナリ又申合規則中ニ於テモ娼妓ヨリ出金スルノ明文見ヘス尤該
規則第廿五条ニ衣類幷ニ蒲団蚊帳ノコトアレトモ蒲団蚊帳料ハ衣類料ノ内ニ包含
セシ者ト認メサルヲ得ス何トナレハ蒲団料等ヲ若シ別ニ取立ツ者ナレハ衣類料同
様宜ク明記アルヘキニ条約書中独リ衣類料五円五拾銭トノミ記シ蒲団蚊帳ノコト
ヲ省キアレハナリ又条約書但書ニ紙湯銭云々ト記載アレトモ大概但書ナル者ハ本
文ノ脇ニ記スヘキモノナルニ否ラシテ義務者ノ姓名外ニ記シ且認印モナケレハ原
告ノ承諾セシ者トハ為シ難タシ然リ而シテ被告第壱号乃至第四号証ヲ除クノ外被
告モ亦之ヲ証明シ能ハサルヲ以テ之ヲ計算書中ニ加算スルヲ得ス既ニ之ヲ加算ス
ルヲ得スト決スル上ハ被告ヘ尚ホ預リ金之レ有ル計算トナルヲ以テ被告ハ其預リ
金高ニ応シ被告第二号条約書明文ノ通毎月貸金元利ヲ引取タル者ニ付最初ヨリ突
通シノ利息計算ハ是亦不当ナリトス又被告ハ原告第二号証授受ノ際計算不足金ノ
内ヘ拾円請取タルヲ以テ右二号証ハ原告カ甘諾セシトノ証トスレトモ原告ハ追テ
精算ヲ遂クヘキ積リナリシ旨弁駁スル而巳ナラス前顕弁明ノ通リ右二号証ハ現ニ
不当ノ項目ヲモ写載アルヲ以テ原告カ之ヲ甘諾セシトノ被告申立ハ採用シ難タシ
判決
右弁明ノ通ナルヲ以テ原告カ稼高線香六千三百六拾九本壱本ニ付原告ノ所得ヲ三
銭三厘トシ被告第壱第三四号証ノ元金及ヒ被告カ月次原告稼高ノ内ヨリ引取タル
貸金残高ノ利息ト毎月定メタル税金席貸料衣類料飯代仲間入費ノ五項トヲ差引計
算ヲ遂クヘキモノナリ
但訴訟入費各自費タルヘキコト
大坂上等裁判所
判　事　宇都宮 英 信
明治十四年　月　日 判事補　中　村 勝
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